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〔論文審査の結果の要旨〕 
 
平均寿命の延伸に伴い超高齢社会となった日本では，要介護者の割合が増加し，

医療費が財政を圧迫している。要介護者では嚥下障害のために胃瘻または経鼻経管
による栄養摂取が必要になる患者も少なくない。実際に介護施設入所高齢者の約
9.9%が胃瘻また経鼻経管栄養を行っているという報告もある。経管栄養や高経静
脈栄養を行っている要介護者の口腔内には健常な口腔内には見られない膜状の付着
物が稀に認められる場合がある。このような付着物はこれまで痂疲や痰と言われて
いたが，最近の調査により上皮成分とムチンに由来することが報告された。以上か
ら，痂疲や痰とは異なる膜様物質であることが明らかとなり，剥離上皮膜と定義さ
れた。口腔内の剥離上皮膜が拡大することで局所粘膜感染症，発声障害，呼吸困難
感も示すため，除去することは必須となる。そのため，現在は口腔ケア時には保湿
剤で軟化し，愛護的にピンセットで塊として取り除くことでこれを最小限に抑える
ことが推奨されている。また，口腔の剥離上皮膜に対してその発生時間から口腔ケ
ア間隔，適切な除去頻度が明らかにされ，剥離上皮膜の付着を抑える効果が高い適
切な口腔ケア方法も確立しつつある。一方，剥離上皮膜の形成が認められる非経口
摂取の要介護患者の咽頭には，粘性の沈着物が付着していることが報告されてお
り，その存在は誤嚥性肺炎や窒息の危険性があるとされている。そのため，咽頭付
着物の形成を予防することで呼吸器系イベントのリスクを低減することが求められ
ている。ところが，この咽頭の付着物に関しての形成要因はいまだ不明であり，付
着を予防する手段も構築されていないのが現状である。咽頭の付着物の発生の起源
が口腔の剥離上皮膜に関連した口腔成分が由来なのか，気道分泌物などの他の器官
から発生する成分が由来かが明らかとなれば，咽頭付着物の発生を抑える方法を探
索するうえで重要な情報となる。つまり，咽頭付着物の発生起源による特異的な付
着予防を介して誤嚥性肺炎や窒息の予防，ひいては摂食嚥下機能の改善につながる
可能性がある。 
ムチンに含まれるコア蛋白は MUC1～7 に分類されており，MUC2 は気道より

分泌，MUC7 は口腔の唾液腺より分泌されたムチンに存在している。そのため，
気道および唾液腺から分泌された特定のムチンに対して染色される抗 MUC2 およ
び抗 MUC7 抗体を使用し，それぞれ染色を行い観察することで，どちらの機関が
由来のムチンなのかを確かめることができる。そこで本研究では，唾液および気管
分泌ムチンの特徴に基づいて，咽頭粘膜の粘性付着物の起源を明らかにすることを
目的とした。 
対象者は病院に入院中の要介護高齢者 35 名（男性 10 名，女性 25 名；年齢

85.2±7.0 歳）であった。それぞれの対象者に対して，研究初日に歯科医師が視診
で口腔内および咽頭の付着物を確認し，ピンセット，吸引チューブを用いて標本を
採取した。さらに，初日の採取（wash-out）から 1 週間後，2 週間後, 3 週間後の
計 3 回，一週間間隔で咽頭再付着物の採取の機会を設けた。これにより，32 個の
口腔内標本と 14 個の咽頭標本の計 46 個の標本が収集された。そのすべてにおい
て，抗 MUC 抗体を用いてそれぞれのムチンのコア蛋白を抗原とした MUC 染色を
行った。 



35 人の対象者のうち，口腔内の剥離上皮膜と咽頭粘膜の付着物は，それぞれ 17
人（48.6％）と 10 人（28.6％）で認められた。咽頭付着物は，口腔剥離上皮膜を
発症した対象者の 58.8% で発生していた。免疫組織化学的に，17 人の参加者か
ら得られた 34 の口腔および 14 の咽頭標本の両方が，MUC7 に対して一貫して
陽性であった。一方，MUC2 に対しては両方とも陰性だった。つまり，口腔剥離
上皮膜および咽頭付着物の両方のムチン成分が MUC 7 陽性となり，両者とも唾液
由来のムチンを含むことが明らかとなった。両方の付着物の成因が口腔に由来して
いるという結果から，口腔ケアを行うことにより口腔に限らず，咽頭の衛生状態を
改善することが示唆された。また，適切な口腔ケアは咽頭付着物の形成抑制を介し
て，誤嚥性肺炎，窒息，局所的要因による嚥下機能障害等の有害事象の抑制に有効
であると考えられた。 
 
以上の結果から本論文は社会的意義も高く，十分な科学的価値を示したと考えら

れる。よって審査委員会委員全員は，本論文が宮原康太に博士（歯学）の学位を授
与するに十分な価値あるものと認めた。 

 


